
○ともに学び合う子  ○みとめ合う子  ○やりぬく子 

 
～学校，家庭，地域の連携で，『早寝 早起き 朝ご飯』の推進を～

 

 8～9 月は各学年の校外学習

のシーズンとなりました。どの

学年も事前の学習にしっかり取り組み見学に臨

みました。お弁当を始め，御家庭の皆様にはい

ろいろ準備の御協力をいただきありがとうござ

いました。 

1 学年 9 月 5 日(火)八木山動物園 

 班ごとにコースに分かれ

て見学。どのグループもし

っかり時間を守ることがで

きました。 

2 学年 8 月 28 日(月)うみの杜水族館 

 テーマごとにいろいろな

「うみ」を表現した水槽とそ

こで泳ぐ魚たち。そしてイル

カのショーに大興奮！「また

家族で来たい」という声がた

くさん聞かれました。 

 

3 学年 9 月 13 日(水)仙台市科学館他 

 たくさんの展示物に触れ

ながら，科学の楽しさ・おも

しろさを体験しました。七

北田公園でも遊びました。 

 

 

4 学年 9 月 29 日(金)品井沼 

 「わらじ村長」と呼ばれた

鎌田三之助の展示室と，実際

の排水路の一部を見学しま

した。 

 

5 学年 9 月 13 日(水)トヨタ自動車東日本 

 大衡村にある工場を訪れ，

たくさんのロボットが次々

と自動車を組み立てていく

様子に驚きました。 

6 学年 9 月 22 日(金)東北歴史博物館 

 古代東北の中心地であっ

た多賀城の歴史を学びまし

た。火起こし体験も行いま

した。 

 

 

 富谷小のスローガンの

一つに「すげえあいさつ」

があります。「す
．
すんで」

「げ
．
んきに」「え

．
がおで」の

それぞれ一文字を取ったものです。8 月 29 日

（火）から，各委員会（5，6 年生）が輪番制で

朝，校門前に立ち，「すげえあいさつ」をさらに

全校に広めるため「あいさつ運動」を実施して

います。 
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あいさつ運動 



 

          

 

1日(日) 街道祭り(金管バンド出演！)  1日(水) ５年脱穀作業 

2日(月) 修学旅行保護者説明会   みやぎ教育の日 

3日(火) ５年稲刈り  2日(木) ５年食に関する指導 

4日(水) 音楽集会   １年明治出前授業 委員会 

5日(木) クラブ  3日(金) 文化の日 

6日(金) 前期終業式 全校 4校時限  5日(日) 代官松まつり(金管バンド出演！) 

 13:30完全下校  6日(月) ４学年校外学習（仙台市天文台） 

9日(月) スポーツの日   体育館照明交換工事（～10日） 

10日(火) 秋季休業日（～11日）  7日(火) 避難訓練・火災想定（２校時） 

12日(木) 後期始業式 全校 4校時限  8日(水) C時程全校４校時限  

 13:30完全下校   12:45完全下校 全校弁当の日 

13日(金) 代表委員会 緊急放送訓練  9日(木) 全校５校時限 SSW実習(～10日) 

16日(月) １年月曜日５校時限開始  10日(金) 修学旅行（～11日） 

 ３年出前講座  13日(月) ６年振替休業日 

18日(水) 全校弁当の日 わかば集会  15日(水) お話集会 

 中学校訪問（６年 16:20下校）  16日(木) クラブ 

19日(木) 全校５校時限 14:15完全下校  20日(月) 掃除なし 15:00完全下校 

20日(金)  14:30完全下校   わくわく子供ミーティング 

24日(火) １・３・５年学習発表会  22日(水) 音楽集会 金管壮行式 

 全校５校時限   全校弁当の日 

25日(水) ２・４・６年学習発表会  23日(木) 勤労感謝の日 

 全校５校時限  25日(土) とみやマーチングフェスティバル 

26日(木) C時程全校４校時限   27日(月) ３～６年ぽんぽこまつり準備 

 12:45完全下校  全校弁当の日  28日(火) ３～６年ぽんぽこまつり準備 

31日(火) C時程全校３校時限   29日(水) ぽんぽこまつり 全校５校時限 

 11:00完全下校  就学時検診  30日(木) クラブ（３年６校時見学） 

 

自転車の走行に気を付けましょう 

 ヘルメットの着用が努力義務となり半年が過ぎました。御家庭での実施状況はいかがでしょうか。

10 月を迎え日が暮れる時刻が早くなり，早めのライト点灯も必要となってきま

す。このほかにも車道に出る前は必ず一時停止をして左右を確認すること，歩道

を走る際にはスピードを押さえ歩行者優先の意識をもつことなど，ヘルメット

着用のお声掛けとともに，自転車は被害者にも加害者にもなる危険があるとい

うことをぜひ御家庭でお話しいただきたいと思います。 


